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広　報

しんおんせん

但馬の特産品である但馬牛を広くＰＲする「第 15 回但馬〝牛まつり〟」が 9 月 28 日（日）、
県立但馬牧場公園で開催され、町内外から約 15,000 人の来場者が訪れました。会場内では、
かつて但馬地域でみられた牛車を使った花嫁行列を再現し、あでやかな花嫁姿が注目を集
めていました。

● 21 世紀を先導する
　　日本海の情報発信のまちをめざして…… 2 ページ

●グラウンドゴルフ場オープン……………… 6 ページ
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新温泉町広報
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vol.37

10 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐
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21
世
紀
を
先
導
す
る

　

―

日ブ

ロ

ー

ド

バ

ン

ド

・

タ

ウ

ン

本
海
の
情
報
発
信
の
ま
ち―

を
め
ざ
し
て
⑤

　

浜
坂
地
域
に
お
い
て
は
、
中
心
市
街

地
を
離
れ
る
に
つ
れ
て
テ
レ
ビ
放
送
の

難
視
聴
が
多
く
、
さ
ら
に
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
に
お
い
て
高

速
・
大
容
量
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
地
域

が
あ
り
ま
す
。

　

国
の
「
次
世
代
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
戦

略
２
０
１
０
」
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
は
、
こ
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
空
白

地
帯
に
対
し
て
整
備
の
対
策
を
講
じ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
社
会
に
対
応
し
、ま
た
、「
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
た
め

に
、
浜
坂
地
域
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整

備
は
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。

　

９
月
議
会
に
お
い
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
浜
坂
地
域
に
延
伸
す
る
た
め
の
条
例
改
正
案
が
否
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

浜
坂
地
域
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
高
速
大
容
量
通
信
）
整
備
と
、「
安
全
・
安
心
」
を
担
保
す
る
た
め
の
防
災
告
知
・
緊
急
告
知

放
送
の
整
備
が
困
難
な
状
況
で
す
。

　

今
回
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
善
後
策
を
協
議
し
、
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
選
択
肢
や
財
源
確
保
は
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
国
の
「
次
世
代
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
戦
略
２
０
１
０
」
に
沿
っ
て
、「
21
世
紀
を
先
導
す
る―

日

本
海
の
情
報
発
信
の
ま
ち―

」
を
目
指
す
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
手
段
が
必
要
か
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
に
お

考
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
浜
坂
地
域
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
。

浜
坂
地
域
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

整
備
が
必
要
な
８
つ
の
視
点

―

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
は
、
情
報

通
信
の
「
高
速
道
路
」
で
す―

①
新
温
泉
町
は
、
浜
坂
・
温
泉
両
地
域

が
合
併
し
て
ひ
と
つ
の
ま
ち
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
ち
の
話
題
や
行
政
情

報
を
伝
達
す
る
手
段
・
方
法
は
、
一

元
化
し
て
ひ
と
つ
に
す
る
こ
と
が
一

体
感
の
醸
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。

②
温
泉
地
域
は
、
現
在
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
ま
ち
の
話
題
・
行
政
情
報

を
映
像
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
仕
事

か
ら
趣
味
、
生
活
に
至
る
ま
で
番
組

に
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
行
政
情
報

が
手
軽
に
お
茶
の
間
に
届
け
ら
れ
ま

す
。
基
本
使
用
料
１
５
０
０
円
の
負

担
が
必
要
で
す
が
、
Ｉ
Ｐ
電
話
（
加

入
者
間
）
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

③
浜
坂
地
域
の
防
災
情
報
無
線
は
整

備
か
ら
20
年
が
経
過
し
て
お
り
、
そ

の
更
新
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
現
在
約
８
５
０
世
帯
に
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ド
バ
ン
ド
の
整
備
は
時
代
の
要
請
で

あ
り
、
来
る
べ
き
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
社
会
に
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。

⑦
企
業
や
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
タ
イ
ル
を
担
う
主
役
と
な
り
つ

つ
あ
る
の
が
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
町
が
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
は
、
少

子
高
齢
社
会
、
と
り
わ
け
社
会
的
共

同
生
活
の
維
持
が
困
難
な
集
落
ま
で

出
現
す
る
中
で
、
ま
ち
の
活
性
化
の

た
め
に
有
効
な
ツ
ー
ル（
道
具
）で
す
。

屋
内
放
送
施
設
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
推
進
の

観
点
か
ら
も
、
防
災
告
知
放
送
の
設

備
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

④
浜
坂
地
域
の
世
帯
数
や
加
入
見
込
み

数
で
は
民
間
事
業
者
の
参
入
は
困
難

だ
と
確
認
し
て
い
ま
す
。
民
間
事
業

者
は
、
参
入
に
は
６
千
～
８
千
世
帯

の
加
入
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
イ
ン
ト
ラ
事
業
な

ど
の
情
報
通
信
基
盤
が
あ
る
こ
と
が

前
提
で
あ
り
、
多
く
の
方
の
加
入
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
民
間
事
業
者
で

は
、
自
主
放
送
等
で
地
域
の
情
報
発

信
す
る
こ
と
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
町
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
「
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
（
事
業
の
名
称
）」

は
、
テ
レ
ビ
放
送
の
再
送
信
、
つ
ま

り
、
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
だ
け
で
な

く
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
の
整
備

も
併
せ
て
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑥
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
が
め
ざ
ま

し
く
、
中
で
も
高
速
大
容
量
通
信
が

可
能
な
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス

が
急
増
し
て
い
る
昨
今
、
ま
た
、「
光

の
時
代
」、「
放
送
と
通
信
が
融
合
す

る
時
代
」
を
迎
え
て
い
る
今
、
ブ
ロ
ー

⑧
現
下
の
町
の
き
び
し
い
財
政
環
境
に

お
い
て
、
本
事
業
の
総
合
的
な
優
位

性
、
将
来
性
、
財
政
ス
キ
ー
ム
の
有

利
性
を
考
え
る
と
、
現
在
の
農
林
水

産
省
の
補
助
事
業
を
進
め
る
こ
と
が

ベ
ス
ト
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
用
語
解
説
】

※
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド（
ブ
ロ
ー
ド
＝「
広

い
」、
バ
ン
ド
＝
「
帯
域
」）

　
「
広
域
帯
域
通
信
」「
大
容
量
通
信
」
と

い
う
日
本
語
で
訳
さ
れ
ま
す
。
わ
か
り

や
す
く
言
い
換
え
る
と
、
高
速
道
路
の

よ
う
に
、何
車
線
も
あ
る
道
路
で
物（
情

報
）
を
運
ぶ
道
路
に
例
え
ら
れ
ま
す
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
に
行
く
の

に
、
広
い
道
路
を
通
っ
て
行
こ
う
で
は

　

な
い
か
」
と
い
う
も
の
で
す
。

◎
対
義
語
：
ナ
ロ
ー
バ
ン
ド　

ナ
ロ
ー
＝

「
狭
い
」　

※
ユ
ビ
キ
タ
ス

　

古
い
ラ
テ
ン
語
の
こ
と
ば
で
「
ど
こ
に

で
も
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　
　
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と

は
、「
ど
こ
に
で
も
存
在
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」、
つ
ま
り
、「
ど
こ
に
い
て
も
、

い
つ
で
も
、ど
ん
な
も
の
か
ら
で
も
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
と
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
同
士
が
通
信
し
て
情
報
通
信

す
る
こ
と
で
す
が
、
将
来
は
テ
レ
ビ
や

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン

と
は
違
う
身
の
回
り
の
い
ろ
い
ろ
な
も

の
も
お
互
い
通
信
し
あ
い
情
報
の
や
り

と
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ケーブルテレビ（自主放送）について、次のように考
えています。

自主放送はこれからのまちづくりの大きな柱です 
―テレビというメディアが町民と町をつなぐ絆になります―

　新温泉町では、テレビ事業の効果を「単にテレビが
見えたらいい」という、いわゆる難視聴対策に限定せず、
これからのまちづくりの大きな柱ととらえています。
　まず重視しているのは自主放送です。町内の出来事、
課題を町内一斉に同時放送することにより、町側から
言うと情報公開、町民側から言うと町民共通の話題を
持つことができます。そのことが町民と町、また町
民同士の一体感を生み、新温泉新時代を切り開くと
確信しています。
　さらにデータ放送は、町民生活をより便利にす
ると期待しています。データ放送とは、テレビ版
インターネットのようなもので、必要な町民情報
を必要な時に見ることができます（デジタルテレ
ビのみ対応）。操作はリモコンで行いますので、パ
ソコン操作が苦手な人でも簡単に扱うことができ
ます。
　これまで、テレビは一方的に視るものでした。デー
タ放送は、家庭側からも情報を選択できるという点で
は、テレビの概念を一変させるとも言えます。しかし、
これも第一歩にしか過ぎません。町はテレビを使った
町民サービスをさらに進め、テレビというメディアを
町民と町をつなぐ絆に育てあげたいと考えています。
ご理解とご協力をお願いします。

―問い合わせ―
企画課　ケーブルテレビ事業推進係

℡（０７９６）８２ ‐ ５６２４

日本海の情
ブロ

報
－ド

発
バン

信
ド・

の
タウ

ま
ン

ちを目指して
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◆
基
本
方
針
③

　

生
涯
学
習
活
動
や
地
域
活
動
の
促
進

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
に
お
い

て
、
貸
出
・
返
却
・
資
料
検
索
な
ど
を

行
っ
て
い
る
現
行
シ
ス
テ
ム
を
拡
充
す

る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

携
帯
電
話
を
活
用
し
た
蔵
書
・
資
料
検

索
、
図
書
の
貸
出
予
約
等
の
手
続
が
行

え
る
シ
ス
テ
ム
整
備
を
検
討
す
る
。
ま

た
、
他
市
町
と
の
図
書
の
相
互
検
索
な

ど
の
導
入
を
進
め
、
図
書
館
に
お
け
る

情
報
活
用
環
境
の
充
実
を
図
る
。

　

さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯

電
話
な
ど
を
通
じ
て
、
町
内
の
公
共
施

設
の
紹
介
や
空
き
状
況
の
検
索
、
予
約

受
付
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
目
指
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
等
を

通
じ
て
、
町
内
の
公
共
施
設
の
紹
介

や
空
き
状
況
の
検
索
、
予
約
受
付
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る

●
加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
に
お
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
を
活

用
し
た
蔵
書
・
資
料
検
索
、
図
書
の

貸
出
予
約
等
の
手
続
き
が
行
え
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る

◆
基
本
方
針
①

　

防
災
・
防
犯
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の

構
築

　

災
害
時
に
お
け
る
被
害
を
軽
減
す
る

と
と
も
に
、
町
民
の
安
全
・
安
心
な
く

ら
し
を
確
保
す
る
た
め
、
気
象
情
報
や

避
難
勧
告
・
指
示
の
発
令
状
況
な
ど
各

種
防
災
情
報
及
び
防
犯
情
報
等
を
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話

の
メ
ー
ル
な
ど
で
知
ら
せ
る
サ
ー
ビ
ス

の
構
築
を
目
指
す
。

●
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携

帯
電
話
等
で
防
災
・
防
犯
情
報
を
知

ら
せ
る
仕
組
み
を
構
築
す
る

◆
基
本
方
針
②

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
の
向
上

　

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
、
情
報
公

開
や
公
共
的
機
関
等
へ
の
各
種
の
行
政

手
続
き
等
が
自
宅
や
企
業
の
端
末
か
ら

で
き
る
電
子
申
請
や
公
共
施
設
等
の
公

開
端
末
を
用
い
て
い
つ
で
も
多
様
な
情

報
の
入
手
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
の
向
上
を
目

指
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
町
民
か

ら
の
申
請
や
証
明
書
発
行
な
ど
の
行

政
手
続
き
が
行
え
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る

新
温
泉
町
ｅ
‐
む
ら
づ
く
り
計
画

　
―

五
つ
目
の
個
別
目
標―

今
月
は
「
⑤
暮
ら
し
の
安
全
性
・
利
便

性
・
快
適
性
の
向
上
」
で
す
。

【
情
報
通
信
技
術
活
用
の
個
別
目
標
】

①
農
林
水
産
業
の
活
性
化

②
商
工
業
の
活
性
化
と
観
光
・
交
流
の

促
進

③
若
者
の
雇
用
の
場
の
確
保
と
定
住
促
進

④
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

⑤
暮
ら
し
の
安
全
性
・
利
便
性
・
快
適

性
の
向
上

⑥
教
育
環
境
の
充
実

　

本
年
３
月
に
策
定
し
た
「
新
温
泉
町
ｅ
‐
む
ら
づ
く
り
計
画
」
情
報
通
信
技
術
活

用
の
６
つ
の
個
別
目
標
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
の
安
全
性
・
利
便
性
・

快
適
性
の
向
上

　

町
民
生
活
の
安
全
性
、
利
便
性
、
快

適
性
の
向
上
に
努
め
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。よ
っ
て
、

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
、
災
害
発
生

時
に
お
け
る
迅
速
、
的
確
な
対
応
を
図

る
た
め
の
情
報
収
集
、
伝
達
体
制
や
効

果
的
な
通
報
体
制
の
充
実
と
と
も
に
防

犯
情
報
の
提
供
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
生
涯
学
習
活
動
・
地
域
活
動
の
促

進
に
つ
な
が
る
情
報
化
の
構
築
な
ど
が

望
ま
れ
る
。

　

ま
た
、
郷
土
愛
の
醸
成
や
本
町
に
残

る
歴
史
・
文
化
等
の
保
存
・
継
承
の
た

め
に
も
、
郷
土
に
関
す
る
情
報
の
共
有

化
を
進
め
、
情
報
発
信
を
行
い
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
を
図
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。
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留学生を招いての伝統文化の披露
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◆
基
本
方
針
④

　

郷
土
愛
の
醸
成
と
歴
史
・
文
化
の
保

存
・
継
承 

　

本
町
に
は
、
住
民
に
よ
っ
て
大
切
に

守
ら
れ
て
き
た
文
化
財
が
多
く
存
在
す

る
と
と
も
に
各
集
落
に
は
、伝
統
行
事
、

伝
統
芸
能
等
が
こ
れ
ま
で
継
承
さ
れ
て

き
て
い
る
。

　

少
子
・
高
齢
化
の
進
展
の
な
か
、
こ

の
よ
う
な
身
近
な
伝
統
行
事
や
祭
事
、

農
山
漁
村
の
文
化
を
次
世
代
へ
継
承
し

て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
強
化
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

ブロードバンドあれこれ⑤
国の「次世代ブロードバンド戦略 2010」とは・・・

　総務省が 2006 年 8 月に公表された今後のブロー
ドバンド回線の普及指針であり、2010 年度まで（～
2011 年 3 月）のブロードバンド回線の普及に対す
る数値目標とそれを実現するための方策をまとめ、
2010 年度までに全国を 100％ブロードバンド化す
ることを目標に掲げている。
　次世代ブロードバンド戦略 2010 は，IT ベースの
社会作りを提言した「u-Japan 政策」などを受けて、
今後のブロードバンド回線の普及指針を示したもの
で、u-Japan 政策は、2005 年を目標に策定された

「e-Japan 戦略」の後継である。
　e-Japan 戦略でのブロードバンド回線の普及目標
が達成されたことを受けて、次世代ブロードバンド
戦略 2010 では新たな目標を二つ設定した。
＜第 1 の目標＞
　「超高速ブロードバンド回線」の世帯カバー率を
2006 年 3 月時点の 80％から、2010 年度までに
90％に高めること。
＜第 2 の目標＞
　ブロードバンド回線の世帯カバー率を 2006 年 3
月時点の 94％から 2010 年度までに 100％にする
ことである。

＜地デジＱ＆Ａ＞
Ｑ 1　共聴組合での将来的なデジタル改修の費用に
　　　ついて教えてください。
Ａ 1　自主共聴組合のデジタル改修は、将来、幹線
　　　の張り替えなど費用負担が増えることも考え
　　　られます。
Ｑ 2　テレビ放送がアナログからデジタルへ変わる
　　　ことによる受信のメリットとデメリットを教
　　　えてください。
Ａ 2　デジタル放送の場合、電波状況が多少悪くて
　　　も遜色ない、きれいな映像を受信することが
　　　できるのもメリットの一つです。しかし、デ
　　　メリットというのも当然ながら発生します。 
　　　まず一つはアナログ放送で用いられる VHF 帯
　　　の電波に比べ、地上デジタル放送で用いられ
　　　る UHF 帯は電波の直進性が強いため、ビルや
　　　山の陰では受信障害が発生しやすくなります。
　　　ただし、UHF 帯の電波は反射性も強いため逆
　　　に受信環境がよくなることも考えられます。

　

こ
の
た
め
今
後
は
、
テ
レ
ビ
を
は
じ

め
、
多
様
な
媒
体
を
活
用
し
、
本
町
の

歴
史
的
資
源
や
伝
統
芸
能
、伝
統
文
化
、

地
域
の
様
々
な
祭
り
や
行
事
、
民
話
な

ど
に
関
す
る
情
報
を
町
内
外
に
広
く
発

信
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
を

図
り
、
郷
土
愛
の
醸
成
と
と
も
に
本
町

の
歴
史
・
文
化
を
保
存
・
継
承
す
る
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
地
域

の
身
近
な
お
宝
（
歴
史
的
資
源
）
に

関
す
る
情
報
を
募
り
、
そ
れ
を
デ
ー

タ
化
し
配
信
す
る

●
本
町
の
歴
史
的
資
源
や
伝
統
芸
能
、

伝
統
文
化
な
ど
を
周
知
す
る
た
め
の
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映
像
を
制
作
し
、
全
国
へ
配
信
す
る

◆
基
本
方
針
⑤

　

町
民
等
の
情
報
利
活
用
技
術
の
向
上

　

情
報
通
信
基
盤
が
整
っ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
ら
の
機
能
を
十
分
に
使
い
こ

な
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
使
い
こ

な
せ
る
人
と
使
い
こ
な
せ
な
い
人
の
間

に
格
差
が
生
じ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
解
消
す
る
た
め
に
も
、
情
報

通
信
に
対
す
る
知
識
の
習
得
と
操
作
技

術
の
向
上
の
場
を
提
供
し
て
い
く
。

　

特
に
情
報
化
へ
の
関
心
が
低
い
傾
向

に
あ
る
高
齢
者
に
関
し
て
は
、
情
報
通

信
機
器
の
初
歩
的
知
識
や
技
術
の
習
得

の
た
め
に
高
齢
者
大
学
や
公
民
館
講
座

と
し
て
講
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
高

齢
者
の
情
報
化
社
会
へ
の
参
加
を
促
進

す
る
。

●
情
報
利
活
用
技
術
の
向
上
の
場
を
提

供
す
る

●
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
初
歩
的
知
識

や
技
術
の
習
得
の
た
め
の
講
習
会
を

開
催
す
る

日本海の情
ブロ

報
－ド

発
バン

信
ド・

の
タウ

ま
ン

ちを目指して
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新
温
泉
町
浜
坂
多
目
的
公
園

  
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン
！

▼
施
設
の
名
称

　

新
温
泉
町
浜
坂
多
目
的
公
園

　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

▼
所
在
地

　

新
温
泉
町
浜
坂
字
下
タ
山
61
番
地

▼
施
設
概
要

◇
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

　

２
コ
ー
ス
（
16
ホ
ー
ル
）

◇
駐
車
場

　

27
台
（
内
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２
台
）

◇
ト
イ
レ
棟　

１
棟

◇
東
屋　

１
棟

▼
使
用
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▼
休
場
日

　

毎
週
月
曜
日
お
よ
び
年
末
年
始

▼
利
用
料
金　

下
表
の
と
お
り

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

　

本
町
は
、
町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
及
び
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
を
推
進
し
、
連
帯
と
心
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
平
成
20
年
３
月
に
完
成
し
た
「
浜
坂
多
目
的
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
」を
、９
月
30
日
ま
で
約
１
ヵ
月
間
、試
行
的
に
使
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
整
備
が
完
了
し
、
使
用
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼利用料金表

区　　　分

町内利用者 町外利用者
午　前 午　後 午　前 午　後

８時 30 分から 13 時から ８時 30 分から 13 時から
12 時 30 分まで 17 時まで 12 時 30 分まで 17 時まで

使用料
貸切使用

２コース 4,000 円 4,000 円 8,000 円 8,000 円

１コース 2,000 円 2,000 円 4,000 円 4,000 円

個人使用 １　　人 200 円 200 円 400 円 400 円

※町内利用者とは、町内在住または在勤・在学者をいいます。
※利用料の減免が受けられる場合がありますので、詳しくはお問い合わせください。

浜坂多目的公園グラウンドゴルフ場

　

新
温
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
本

町
へ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
９
月
１

日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か

～
に
」
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
臓
停
止
に
よ
る
突
然

死
の
主
な
原
因
と
な
る
心
室
細
動
を
、

正
常
に
戻
す
た
め
の
救
命
活
動
に
大
き

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
機
器

で
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
す
こ
や
か
～
に
」
に
設
置
さ
れ
、
万

が
一
の
事
態
に
備
え
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
「
す
こ
や
か
～
に
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０

 

社
会
福
祉
協
議
会
が

　

本
町
へ
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
寄
贈

▲中井会長からＡＥＤを
　　　　　　　受け取る馬場町長
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宇
野
雪
村
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
に

　
　
　
　

筒
井
忍
さ
ん
（
三
木
市
）

　

本
年
の
宇
野
雪
村
賞
・
文
部
科
学

大
臣
賞
に
は
、
筒
井
忍
さ
ん
（
三
木

市
）
の
作
品
「
宴
」
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
作
品
は
全
国
各
地
か
ら
、
一
般
の

部
１
０
５
１
点
、
学
生
の
部
４
６
３
点

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

住
民
の
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と

行
政
と
住
民
が
「
感
動
」
を
共
有
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
願
い
を

込
め
、「
真
」「
安
」「
実
」
を
規
定
課

題
と
し
て
い
た
も
の
で
す
。
審
査
は
、

宇
野
雪
村
先
生
が
二
代
目
会
長
を
務
め

　

郷
土
の
先
人
で
書
家
の
宇
野
雪
村
先
生
の
遺
徳
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
書
道

の
普
及
を
図
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
、
第
９
回
「
宇
野
雪
村
賞
」
全
国
書
道
展

の
審
査
会
を
９
月
21
日
（
日
）、
22
日
（
月
）
に
新
温
泉
町
内
で
開
催
し
、
入
賞

作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

た
奎
星
会
の
現
名
誉
会
長
で
あ
る
稲
村

雲
洞
先
生
を
は
じ
め
、
同
会
の
役
員
４

人
が
行
い
ま
し
た
。

　

大
賞
を
受
賞
し
た
筒
井
忍
さ
ん
の
作

品
に
対
し
て
、
審
査
員
の
岸
本
太
郎
先

生
は
「
心
技
と
と
も
に
書
の
美
を
追
求

し
、
生
き
生
き
と
し
て
、
見
る
人
に
感

動
を
与
え
る
書
作
品
で
あ
る
」
と
評
価

し
ま
し
た
。

　

特
別
賞
、
入
賞
作
品
は
、
浜
坂
会
場
、

東
京
会
場
に
て
展
示
し
ま
す
。

【
浜
坂
会
場
】

▼
と
き　

11
月
２
日
（
日
）

　

～
12
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館「
以
命
亭
」

【
東
京
会
場
】

▼
と
き　

平
成
21
年
３
月
７
日
（
土
）

　

～
12
日
（
木
）

▼
と
こ
ろ　

東
京
都
美
術
館

※
宇
野
雪
村
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
以

　

外
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
敬
称
略
）

一
般
の
部

★
奎
星
賞

中
尾
弘
子
（
島
根
県
）、中
村
和
子
（
富

山
県
）、
千
葉
香
菀
（
北
海
道
）

★
兵
庫
県
教
育
長
賞

甲
山
美
智
子（
小
野
市
）、椿
山
信
子（
福

井
県
）、
大
町
齋
邦
（
広
島
県
）

★
新
温
泉
町
長
賞

笠
井
健
（
新
潟
県
）、
大
井
秋
香
（
宍

粟
市
）、
松
尾
昌
美
（
東
京
都
）

★
新
温
泉
町
教
育
長
賞

中
村
紫
泉
（
北
海
道
）、小
阪
節
子
（
神

戸
市
）、
糸
島
豊
子
（
神
戸
市
）

★
新
温
泉
町
議
会
議
長
賞

脇
寿
子
（
広
島
県
）、田
中
由
起
子
（
三

木
市
）、
原
田
邦
子
（
神
戸
市
）

★
奎
星
会
会
長
賞

三
木
奈
美
（
神
戸
市
）、大
石
愛
花
（
静

岡
県
）、
橋
本
栄
子
（
神
戸
市
）

学
生
の
部

★
奎
星
賞

貝
阪
美
咲
（
三
木
市
）、井
之
上
綾
（
広

島
県
）、
武
富
千
紘
（
北
海
道
）

★
新
温
泉
町
長
賞

石
井
和
（
富
山
県
）、上
田
紗
惠
子
（
神

戸
市
）、
鈴
木
祥
子
（
尼
崎
市
）

★
新
温
泉
町
教
育
長
賞　

中
川
和
也（
福
井
県
）、村
上
恵
理
子（
姫

路
市
）、
高
本
和
（
愛
媛
県
）、
剣
持
翔

伍
（
北
海
道
）、
井
藤
千
尋
（
三
木
市
）

―

問
い
合
わ
せ―

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

宇野雪村賞・文部科学大臣賞を受賞した
筒井忍さんの作品『宴』
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生
活
習
慣
病
予
防
教
室
の
ご
案
内

保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
教
室

【
第
１
回
】

◇
と
き　

10
月
10
日
（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
す
こ
や
か
～
に
」

【
第
２
回
】

◇
と
き　

10
月
21
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

◇
と
こ
ろ　

浜
坂
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
第
３
回
】

◇
と
き　

平
成
21
年
２
月
26
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
正
午

◇
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー

※
第
２
回
、
３
回
は
調
理
実
習
等
の
準

備
が
あ
り
ま
す
の
で
、
参
加
さ
れ
る

方
は
事
前
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

医
師
に
よ
る
健
康
教
室

◇
と
き　

10
月
31
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
す
こ
や
か
～
に
」

運
動
す
わ
ろ
ビ
ク
ス
教
室

【
温
泉
会
場
】

◇
と
き　

10
月
23
日（
木
）、30
日（
木
）、

11
月
６
日
（
木
）
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
４
時
～
５
時

◇
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
す
こ
や
か
～
に
」　

　

人
生
を
元
気
で
過
ご
し
て
い
く
た
め
の
「
健
康
づ
く
り
」
は
、
一
人
ひ
と
り
に
与

え
ら
れ
た
課
題
で
す
。
こ
の
教
室
は
、
自
分
の
生
活
習
慣
と
健
診
結
果
の
関
係
の

理
解
や
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
自
分
で
生
活
習
慣
改
善
を
実
践
し
て
い
く
た
め
の

き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
る
よ
う
に
と
計
画
し
ま
し
た
。
自
分
の
健
康
と
生
活
を
見
直

す
よ
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
浜
坂
会
場
】

◇
と
き　

11
月
17
日（
月
）、26
日（
水
）、

12
月
８
日
（
月
）
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
４
時
～
５
時

◇
と
こ
ろ　

浜
坂
保
健
セ
ン
タ
ー

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

◇
と
き　

10
月
20
日（
月
）、27
日（
月
）、

11
月
10
日
（
月
）
時
間
は
い
ず
れ
も

午
前
10
時
30
分
～
11
時

◇
と
こ
ろ

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら

◇
募
集
人
員　

先
着
15
名

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

―

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ―

　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
「
す
こ
や
か
～
に
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

新温泉町クリーン
センター焼却炉内
耐火物整備工事

田井 燃焼室煉瓦及び耐火キャ
スター等修繕整備　１式 16,348,500 平成 20 年 8 月 27 日～

　平成 20 年 12 月 15 日 ㈱島井組プラント

町道二日市古市線
消雪施設改良工事 二日市 施工延長　L ＝ 75m 2,835,000 平成 20 年 8 月 28 日～

　平成 20 年 11 月 10 日 ㈱岡坂組

町道浜坂地堂線
消雪施設改良工事 浜坂 施工延長　L ＝ 75.5m 3,591,000 平成 20 年 8 月 30 日～

　平成 20 年 11 月 12 日 ㈱田中工業所

（平成 20年 8月 16日～平成 20年 9月 15日契約分）
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平成２０年度新温泉町恒久平和祈念式のご案内

　今年度も『新温泉町恒久平和祈念式（戦没者を追悼し、恒久平和を求めて）』を下記のとおり開催します。
戦没者ご遺族の方をはじめ、広く町民の皆さまのご参加をお待ちしています。
※当日は送迎バスを用意しますので、利用を希望される方は、10 月 20 日（月）までに福祉課へお申し込

みください。（送迎バスの集合場所・時間等については後日お知らせします）
◇と 　 き　　11 月 11 日（火）午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
◇と こ ろ　　夢ホール
◇プログラム

◇問い合わせ　　福祉課　福祉係　℡（０７９６）８２－５６２０

■開　　会　　午前 9 時 30 分～
　・開式の辞
　・『恒久平和の町』宣言（朗読）
　・平和の灯入場

■戦没者追悼　　　9 時 45 分～
　・招　　魂
　・国歌斉唱
　・黙 と う
　・式　　辞
　・追悼のことば
　・来賓紹介
　・広島市長からのメッセージ
　・献　　花（参加者全員）
　・送　　魂
　・謝　　辞

■平和の集い　10 時 40 分～
　・平和の歌
　・平和祈念作文の発表
　・平和の誓い

■閉　　会　　11 時 20 分～
　・閉式の辞

 

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

 
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を

▼
毎
年
11
月
上
旬
に
送
付

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
が
発

行
す
る
控
除
証
明
と
同
様
に
、
一
年
間

に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を

証
明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）が
、

社
会
保
険
庁
か
ら
毎
年
11
月
上
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

　

証
明
内
容
は
、
本
年
１
月
か
ら
10
月

１
日
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込

ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。

▼
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
場
合

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し

た
場
合
な
ど
、
10
月
２
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
初
め
て
保
険
料
を
納
付

さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
２
月
上

旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

▼
国
民
年
金
保
険
料
は
世
帯
で
連
帯
し

て
納
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険
者
本

人
だ
け
で
な
く
、
そ
の
世
帯
の
世
帯
主

及
び
配
偶
者
も
連
帯
し
て
納
付
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
の
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、
そ
の
納

付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
方
の
所
得
税

等
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
年

末
調
整
等
の
手
続
き
の
際
に
自
身
の
社

会
保
険
料
の
額
と
合
算
し
て
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
ご
家
族
分
の

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
も
申
告
す
る
方
の
申
告

書
に
添
付
等
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.sia.go.jp/

▼
問
い
合
わ
せ

　

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
５

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税
の
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す

る
場
合
は
、毎
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
納
付
（
納
付
見
込
を
含
む
）

し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
等
が
必
要
で
す
。

昨
年
の
式
典
の
様
子
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身
近
な
と
こ
ろ
で
、
ぜ
ひ
人
権
学
習
の
機
会
を 

 　

ア
ニ
メ
ド
ラ
マ
「
新
ち
ゃ
ん
が
な
い
た
！
」
人
権
学
習
会
も
開
催

　

８
月
の
「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
す
す
め
る
町
民
運
動
」
推
進
強
調
月
間
中

に
８
地
区
・
１
団
体
で
人
権
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
７
地
区
で
は
、

障
が
い
問
題
等
啓
発
ア
ニ
メ
ド
ラ
マ
「
新
ち
ゃ
ん
が
な
い
た
！
」
を
上
映
し
て
の
人

権
学
習
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
58
人
を
含
む
２
４
１
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
身
近
な
地
域
、
団
体
、
職
場
等
で
、
ぜ
ひ
人
権
学
習
の
機
会
を
設
け

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
各
種
ビ
デ
オ
上
映
、
講
師
・
助
言
者
の
派
遣
、
ビ
デ
オ
の
貸
出
等
（
無
料
）、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ア
ニ
メ「
新
ち
ゃ
ん
が
な
い
た
！
」

紹
介　

障
が
い
問
題
（
36
分
）

　

四
肢
性
マ
ヒ
と
い
う
障
が
い
を
も
つ

新
ち
ゃ
ん
が
、
病
院
設
備
の
整
っ
た
学

校
か
ら
幼
な
じ
み
の
ツ
ヨ
シ
の
通
う
小

学
校
に
編
入
す
る
。
ツ
ヨ
シ
と
と
も
に

様
々
な
い
や
が
ら
せ
や
困
難
に
立
ち
向

か
っ
て
い
く
…
。

　

何
が
生
き
抜
い
て
い
く
勇
気
に
つ
な

が
る
の
か
、
何
が
真
の
人
と
の
つ
な
が

り
を
つ
く
る
の
か
…
、
小
学
生
か
ら
大

人
ま
で
幅
広
く
ご
覧
い
た
だ
け
る
ア
ニ

メ
で
す
。

「
新
ち
ゃ
ん
が
な
い
た
！
」
上
映

学
習
会
の
感
想
・
意
見
等 

　
　
　
　
　
（
大
人
一
部
抜
粋
）

■
障
が
い
が
あ
っ
て
も
み
ん
な
一
緒
、

同
じ
人
間
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
、

よ
く
理
解
で
き
る
内
容
だ
っ
た
。

■
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
わ
か
る
内
容

で
、
と
て
も
良
か
っ
た
。
身
体
の
み

で
な
く
、
色
ん
な
障
が
い
を
も
つ
子

ど
も
達
、
大
人
達
が
い
ま
す
が
、
地

域
で
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
周

囲
の
理
解
が
大
切
と
感
じ
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
障
が
い
を
も
つ
人
の
み
で

な
く
、
す
べ
て
の
人
に
言
え
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

■
子
ど
も
達
に
ぜ
ひ
見
て
欲
し
い
ア
ニ

メ
で
し
た
。
自
分
が
ツ
ヨ
シ
君
の
よ

う
に
な
れ
る
か
な
…
、
こ
ん
な
時
自

分
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
な
、
と
大

人
も
子
ど
も
も
色
ん
な
こ
と
に
置
き

換
え
、
日
々
の
自
分
達
の
行
動
、
言

動
を
考
え
直
す
良
い
機
会
だ
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。
今
回
の
学
習
会
が
無

駄
に
な
ら
な
い
よ
う
、
心
が
け
て
い

き
た
い
で
す
。

■
ア
ニ
メ
は
、
内
容
も
よ
く
わ
か
り
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の

段
階
で
感
じ
取
る
も
の
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
学
ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
、
考
え
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
前
向
き
な
生
き
る
姿
勢
が

心
に
響
き
、
元
気
を
も
ら
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

■
子
ど
も
も
見
て
わ
か
り
や
す
い
ビ
デ

オ
を
通
し
て
、
障
が
い
を
も
つ
人
に

対
し
て
や
、
自
分
自
身
が
強
く
や
さ

し
い
人
に
な
れ
る
よ
う
、
気
づ
い
て

も
ら
え
た
ら
な
と
思
い
ま
し
た
。

■
も
し
、
わ
が
子
に
障
が
い
が
あ
っ
た

時
、
隠
さ
な
い
で
人
前
に
出
ら
れ
る

だ
ろ
う
か
、
ま
た
、
逆
の
立
場
の
時

で
も
普
通
に
接
し
て
い
け
る
か
、
考

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ツ
ヨ
シ
君
の

よ
う
に
勇
気
を
出
し
て
接
し
て
い
か

な
け
れ
ば
、
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

■
ど
ん
な
に
障
が
い
を
持
っ
て
い
て

も
強
く
生
き
て
い
く
姿
に
、
心
打
た

れ
ま
し
た
。
障
が
い
を
持
っ
て
い
て

も
普
通
の
子
と
同
じ
よ
う
に
扱
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
よ
く
わ
か

り
、
特
別
扱
い
を
し
て
も
ら
い
た
く

な
い
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

■
自
分
が
困
っ
た
人
を
助
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
な
ぁ
ー
、
勇
気
を
持
っ

て
、
勇
気
を
持
っ
て
、
と
思
い
ま
し

た
。
も
う
少
し
素
直
に
な
れ
ば
で
き

る
よ
う
に
、
と
ビ
デ
オ
を
見
て
思
い

ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

文
化
会
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
２
８
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会
社
や
お
店
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か 

 「
広
報
し
ん
お
ん
せ
ん
」
へ
の
広
告
募
集

　

本
町
は
、
企
業
Ｐ
Ｒ
と
産
業
振
興
の
一
助
を
担
う
た
め
町
広
報
誌
「
広
報
し
ん
お

ん
せ
ん
」
に
有
料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
町
広
報
誌
は
、
毎
回
約
６
０
０
０
部

を
発
行
し
、
町
内
の
世
帯
に
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
町
出
身
者
、
町
観
光
大
使
へ
配

布
し
て
い
ま
す
。

▼
掲
載
ペ
ー
ジ

◇
広
報
し
ん
お
ん
せ
ん
（
毎
月
第
２
木

曜
日
発
行
）「
わ
が
ま
ち
〝
新
温
泉
〟

く
ら
し
の
情
報
」
コ
ー
ナ
ー
の
下
一
段

◇
広
報
し
ん
お
ん
せ
ん
お
知
ら
せ
版

（
毎
月
第
４
木
曜
日
発
行
）
の
下
一
段

▼
広
告
の
大
き
さ

◇
一
段
通
し
（
１
種
広
告
）

　

縦
５
・
４
㎝
、
横
17
・
８
㎝

◇
２
分
の
１
段
（
２
種
広
告
）

　

縦
５
・
４
㎝
、
横
８
・
８
㎝

▼
印
刷
方
法　

広
告
は
一
色
刷
り
と

し
、「
広
告
」の
字
句
を
挿
入
し
ま
す
。

▼
掲
載
料　

掲
載
１
回
（
広
報
し
ん

お
ん
せ
ん
及
び
同
お
知
ら
せ
版
を
一

組
）
あ
た
り
、

◇
１
種
広
告　

１
万
５
千
円

◇
２
種
広
告　

８
千
円

▼
申
し
込
み
方
法　

広
告
掲
載
申
込
書

に
掲
載
し
よ
う
と
す
る
版
下
を
添
え

て
、
広
報
を
発
行
す
る
20
日
前
ま
で

に
企
画
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他　

住
民
サ
イ
ド
に
立
っ
た
適

正
な
広
告
を
掲
載
す
る
た
め
、
あ
ら

か
じ
め
「
広
報
し
ん
お
ん
せ
ん
広
告

審
査
委
員
会
」
で
内
容
を
審
査
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
広
報
情
報
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

10月15日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 町内全域を対象

社会福祉協議会　温泉支部
TEL（0796）92-1866

10月22日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

10月15日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

10月16日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市） 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部

TEL（0796）82-1071

行
政
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

10月22日（水）
午前9時～ 11時30分 町民センター

町内全域を対象

温泉総合支所　振興課
TEL（0796）92-1131㈹

午後1時30分～ 4時
※心配ごと相談と合同 浜坂多目的集会施設 総務課　行政係

TEL（0796）82-3111
10月20日（月）～ 26日（日）は行政相談週間です。

各種相談のご案内
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加藤文太郎
記念図書館

「１０月のおすすめの本」
ご案内

還るべき場所 
　笹本稜平　著／文芸春秋

世界の高峰〈K2〉で最高の登山パート
ナーでもあった恋人を失った男は、失
意の底にいた。しかし再び〈K2〉へ向
かう決心をした彼が見たものとは…？
山を愛する人の数だけドラマがある。
ラストまで目が離せない、感動の「山
岳小説」。

絶対帰還
クリス・ジョーンズ　著／光文社

2003 年、宇宙船〈コロンビア号〉が
爆発し 7 人が犠牲となった。その時、
宇宙ステーションには取り残されてし
まった人々がいた…。迎えに来る当て
のない日々、3 人の男達は宇宙で何を考
え、どう過ごしたのか。奇跡の救出作
戦実行までの記録。

Q ＆Ａでわかるおとなの食育　新常識１００
　若村育子　著／主婦の友社

今、食の問題が大きく取り上げられる
中、膨大な情報が氾濫している。「何
をどう選んで食べるのか？」という基
本的なことをもう一度再確認してみま
しょう！「ご飯はパンより太る？」「シュ
ガーレスとはカロリーもゼロ？」など
分かりやすく Q&A で解説。

おつきさん
安川眞慈　絵・文／木耳社

夜空にぽっかり浮かぶおつきさん。や
さしい顔で笑っているような、話しか
けているような…。おつきさんは不思
議な力を持っています。いろんな形の
おつきさんが、たくさんの命の上へふ
りそそぐ、癒しを感じられる絵本。

1000 の星のむこうに
アネッテ・ブライ　作／岩波書店

リサの大好きなおじいちゃん。いつも
一緒にいて、どんな時もおだやかな愛
で包んでくれたおじいちゃん。やがて
ベットで過ごす時間が多くなり、お別
れのときがやってきます。おじいちゃ
んの死を通して少女は一つ成長してい
きます。

  

おはなし会  　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒
に参加しませんか。

『まんげつダンス』他
◆と 　き　10月11日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

特別おはなし会　　　　　       
ぶんちゃんのおはなしポケットのメン
バーと職員によるおはなし会。

テーマ『ひらく』
◆と 　き　10月25日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館
◆内　容　絵本の読み聞かせ、ストー
リーテリング、大きな紙芝居ほか

子どもシネマの会　　　　       
『こま撮りえいが　こまねこ』（60分）
◆と 　き　10月11日（土）午後3時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

休館日のお知らせ　　　　      

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（10月号） 12

11 月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

10 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

は休館日
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広報しんおんせん（10月号）

● 10 月から会社の健康保険等の被扶養者だった人の保険料の納付が始まります

20 年度の被扶養者だった人の保険料は年額 2,196 円です。年金引き去りの場合は 10・12・2 月の 3 回で、
納付書・口座振替等の場合は 10 月から 3 月までの 6 回で納付していただきます。

● 10 月から保険料の納付方法が変更になる場合があります

会社の健康保険等の被保険者だった人は、10 月から納付方法が年金引き去りに変更となる場合がありま
す。また、それ以外でも、納付方法が変更になる場合がありますので、7 月に送付しました保険料額の
通知をご確認ください。

● 20 年度の新たな軽減の対象になる人に、保険料額の変更通知を送付しています

均等割額が 7 割軽減の人及び賦課のもととなる所得金額が 58 万円以下の人には、8 月に保険料額の変更
通知を送付していますのでご確認ください。保険料を年金引き去りで納付している人は、10 月以降の納
付額がゼロになる場合や還付が生じる場合があります。
※普通徴収の方法により保険料を納付されている方は、安心で便利な口座振替を利用しましょう。

◇問い合わせ
　役場　健康課　　　　　　　　　　　　℡（0796）82 ‐ 5622
　温泉総合支所住民福祉課　　　　　　　℡（0796）92 ‐ 1131
　兵庫県後期高齢者医療広域連合事務局　℡（078）326 ‐ 2021

　「平成 20 年度エイジレス・ライフ実践者及び
社会活動参加活動事例」の紹介事業において、エ
イジレス章（エイジレス・ライフ実践者）を吉田
泰子さん（81 歳・浜坂）が受章し、９月 25 日（木）、
馬場町長から内閣府特命担当大臣書状と楯が伝達
されました。
　吉田さんは、平成６年から現在まで永年にわた
り「生命の貯蓄体操普及会」の指導員として活躍
し、今では新温泉町と香美町内に「生命の貯蓄体
操」教室を７会場開設しながら、指導員補の育成、
指導にあたっていることが認められ、この度の受
章となりました。吉田さんは、常に専門研修を受
講するなど知識向上に努め、体力、気力を維持し
ながら、若々しく生き生きとした生活をおくって
います。

―問い合わせ―
福祉課　福祉係

℡（０７９６）８２ ‐ ５６２０

書
状
を
手
に
す
る
吉
田
さ
ん
と

馬
場
町
長

エイジレス・ライフ実践者及び社会参加活動事例 
吉田泰子さんが受章

後期高齢者医療制度（長寿医療制度）の保険料に関するお知らせ
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 20 年 9 月 24 日現在

広報しんおんせん（10月号）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800 ～ 2,000
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 700 ～ 1,000
㈱マル海渡辺水産 販売店員 不問 750 ～ 1,000フロアースタッフ

㈱隆栄水産
ウ ェ ー タ ー、
ウェートレス、
販売補助

不問 800 ～ 950

日清医療食品㈱
近畿支店 調理補助 不問 730 ～ 790
㈲山米鮮魚 事務 不問 750 ～ 850
ミネル㈱ 英会話講師及び

学習指導講師 不問 1,400 ～ 2,500
㈱コメリ 販売員 不問 750 ～ 800
㈱白バラドライ 店舗受付 不問 820 ～ 1,000
山陰道路㈱ ホール係 不問 700 ～ 900
特定非営利活動法人
にーず 介護員 不問 800 ～ 1,000
㈲アートライフタニタ 販売 不問 750 ～ 850
㈱マルワ渡辺水産 業務全般 不問 720 ～ 800

（温泉地域）
㈱御やどゆもと 客室係 不問 1,125
㈱井筒屋 布団敷き 不問 800

客室係 1,300
㈱寿荘 客室係 不問 800 ～ 1,500

洗浄係 800 ～ 1,200
㈲八田屋 客室係 不問 800 ～ 1,000
医療法人社団良和会
湯村温泉病院

看護師 不問 1,200 ～ 1,400
給食職員 900 ～ 1,000

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員
不問

750
看護員 950
ケアマネージャー 850

㈲兵庫ライフサービス フロアースタッフ 不問 770
㈱とみや旅館 客室係 不問 1,000 ～ 1,300
㈱西沢製作所 NC パ ン チ

プレス加工 40 以下 700

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270 ～ 465
㈱マル海渡辺水産 営業 不問 180 ～ 300
オザキ住建㈱ 営業 不問 238
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 不問 120 ～ 151
日清医療食品㈱
近畿支店

調理員、
調理師 不問 133 ～ 146
栄養士 144 ～ 176

㈱隆栄水産
営業 不問 190 ～ 300
販売管理 190 ～ 270
販売員 40 以下 180 ～ 260

㈱三島組 現場監督者 不問 210 ～ 260
浜美屋食品㈱ 事務員 不問 145 ～ 180
㈱北近畿クボタ 営業 35 以下 168 ～ 225
社会福祉法人尚徳会
特別養護老人ホーム
はまさかの里

介護員 不問 162 ～ 175

フジコン食品㈱ 計量・包
装作業員 不問 143 ～ 156

㈶明星保育園 保育士 35 以下 151
㈱マルワ渡辺水産 業務全般 不問 160 ～ 200
山本工務店 型枠大工 不問 154 ～ 220

（温泉地域）

㈱みよしや旅館 客室係 不問 205 ～ 245
フロント 145 ～ 255

㈱御やどゆもと 客室係 不問 198

㈱井筒屋

客室係

不問

231 ～ 256
営業係 147 ～ 188
売店係 147 ～ 184
営業事務係 147 ～ 188
予約係 147 ～ 188
フロント係 147 ～ 188

㈲八田屋 客室係 不問 188 ～ 226

㈱寿荘
配膳係

不問
180 ～ 250

フロント 140 ～ 150
事務員 130 ～ 140

医療法人社団良和会
湯村温泉病院 看護師 不問 182 ～ 207

長谷坂縫製 ミシンオペレ
ーター・検品 不問 123 ～ 130

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員
不問

176 ～ 191
看護師 170 ～ 174
ケアマネージャー 146 ～ 149

富士綜合警備保障㈱ 警備員 18 ～ 64 132 ～ 187
営業 64 以下 150 ～ 200

㈱マルワフーズ
渡辺水産

食品製造 64 以下 128 ～ 149
一般事務 150 ～ 200

沢田医院 事務員 40 以下 130 ～ 170

10 月は「労働保険適用促進月間」です
　社員、従業員、アルバイトなど労働者を一人でも雇い入れた事業主は、労働保険（労災保険・雇用保険）
の加入手続きをして、労働保険料を申告・納付することが義務付けられています。
　労働保険の加入手続きをまだされていない事業主は、従業員が安心して働けるように、今すぐ労働基準
監督署に連絡してください。労働保険の加入手続についてのお問い合わせは、ホームページを参考に労働
基準監督署または公共職業安定所までお願いします。
◇ホームページ　http://www.hyougo-roudoukyoku.go.jp/index.htm
◇ 問 い 合 わ せ　但馬労働基準監督署　℡（０７９６）２２ ‐ ５１４５　
　　　　　　　　豊岡公共職業安定所　℡（０７９６）２３ ‐ ３１０１
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
32―

全
国
的
に
需
要
が
高
ま
る
「
但
馬
牛
」

　

ま
た
、
８
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
美

方
郡
和
牛
育
種
組
合
現
地
検
討
会
で

は
、
熊
波
系
の
繁
殖
雌
牛
数
頭
が
集
め

ら
れ
、
そ
の
外
貌
的
な
特
徴
な
ど
を
調

査
し
ま
し
た
。
熊
波
系
は
、
体
積
均
称

が
良
い
の
が
特
徴
で
す
が
、
近
年
は
中

土
井
系
が
主
流
と
な
り
、
熊
波
系
の
母

牛
は
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
熊
波
系

の
種
雄
牛
の
造
成
を
図
っ
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
優
れ
た
成
績
が
で
て
い

ま
せ
ん
。
優
れ
た
熊
波
系
の
種
雄
牛
お

よ
び
繁
殖
雌
牛
を
造
成
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
但
馬
牛
の
改
良
を
は
じ
め
、

全
国
の
和
牛
改
良
に
貢
献
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
繁
殖
和
牛
経
営
は
、
高
齢
化

に
よ
っ
て
年
々
生
産
農
家
お
よ
び
頭
数

が
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
和
牛

改
良
の
素
牛
と
し
て
、
但
馬
牛
や
神
戸

ビ
ー
フ
、松
阪
牛
の
肥
育
素
牛
と
し
て
、

全
国
か
ら
但
馬
牛
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
代
々
受
け
継
が
れ
た
但
馬
牛
産

地
を
維
持
、
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
飼

育
頭
数
を
拡
大
さ
せ
、
優
良
雌
牛
の
確

保
と
種
雄
牛
の
生
産
を
お
こ
な
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

広報しんおんせん（10月号）

　

先
日
開
催
さ
れ
た
但
馬
家
畜
市
場
９
月
子
牛
市
で
は
、
市
場
平
均
価
格
が
去
勢

５
８
５
千
円
、
メ
ス
５
２
３
千
円
で
取
り
引
き
さ
れ
る
中
、
美
方
郡
か
ら
出
品
さ
れ

た
子
牛
は
、
去
勢
６
２
７
千
円
、
メ
ス
５
６
８
千
円
と
非
常
に
高
値
で
取
り
引
き
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、全
国
か
ら
但
馬
牛
や
神
戸
ビ
ー
フ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
、

そ
れ
に
伴
い
、
枝
肉
価
格
が
高
値
で
推
移
し
て
い
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

▼
作
り
方

①
大
根
は
５
㌢
の
千
切
り
に
し
、
塩

少
々
ふ
り
軽
く
絞
っ
て
お
く
。
葉
は

さ
っ
と
茹
で
て
５
㍉
位
に
刻
む
。
柿

は
千
切
り
に
す
る
。
ち
り
め
ん
じ
ゃ

こ
は
熱
湯
を
か
け
て
お
く
。
レ
タ
ス

は
ざ
く
切
り
に
す
る
。

②
調
味
料
を
合
わ
せ
て
お
く
。

③
大
根
、
柿
、
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
を
②

で
和
え
て
、
大
根
葉
を
散
ら
す
。

④
器
に
レ
タ
ス
を
敷
き
、
③
を
盛
る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

  

★
大
根
サ
ラ
ダ

◆材料（４人分）
・大根・・・・・・200 ｇ
・大根葉・・・・・・少々
・柿・・・・・・・・1 個
・ちりめんじゃこ・・大さじ 2
・マヨネーズ・・大さじ 2
・酢・・・・・・大さじ 2
・砂糖・・・・小さじ 1/2
・塩・・・・・・・・少々
・レタス・・・・・・2 枚

　

全
国
の
有
名
な
肥
育
産
地
で
も
、
子

牛
の
産
地
と
肥
育
す
る
場
所
が
違
う
こ

と
が
多
い
で
す
が
、但
馬
牛
や
神
戸
ビ
ー

フ
は
兵
庫
県
内
で
繁
殖
、
肥
育
一
貫
生

産
し
て
お
り
、
他
の
産
地
に
は
な
い
強

み
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
牛
肉
の
お

い
し
さ
に
関
し
て
も
、
日
常
の
飼
育
管

理
だ
け
で
は
な
く
、
但
馬
の
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
と
持
っ
て
生
ま
れ
た
遺
伝
能

力
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
但
馬
牛
や
神
戸
ビ
ー
フ
の
生

産
を
支
え
て
い
る
大
き
な
要
因
と
し

て
、「
県
有
種
雄
牛
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

種
雄
牛
は
、兵
庫
県
下
か
ら
選
抜
さ
れ
、

そ
の
中
か
ら
数
頭
が
待
機
牛
と
な
り
、

そ
の
後
、
肥
育
成
績
の
検
定
を
行
い
ま

す
。
そ
こ
で
成
績
の
良
か
っ
た
も
の
だ

け
が
、県
の
「
基
幹
種
雄
牛
」
に
な
り
、

県
下
に
精
液
が
配
布
さ
れ
、
す
ぐ
れ
た

子
牛
の
生
産
が
始
ま
り
ま
す
。
近
年
で

は
、
本
町
か
ら
菊
俊
土
井
、
福
芳
土
井
、

福
広
土
井
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
今
年
、
県
内
に
お
い
て
過
去
最
高

の
脂
肪
交
雑
（
霜
降
り
）
と
な
る
種
雄

牛
「
丸
福
土
井
」
が
輩
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

丸
福
土
井
は
、
新
温
泉
町
丹
土
の
中

井
雄
次
さ
ん
の
「
い
く
ふ
く
」
と
い
う

母
牛
に
鶴
丸
土
井
を
交
配
し
て
平
成
14

年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
兵
庫
県

が
購
入
し
、
肥
育
成
績
の
検
討
を
行
っ

た
結
果
、
枝
肉
重
量
が
や
や
小
さ
め
で

は
あ
る
も
の
の
、
ロ
ー
ス
芯
の
脂
肪
交

雑
が
平
均
8.0
と
、
県
で
選
抜
を
行
っ
た

種
雄
牛
の
中
で
最
高
の
数
値
で
し
た
。

今
年
の
８
月
か
ら
は
、
本
格
的
に
丸
福

土
井
の
精
液
が
美
方
郡
内
で
も
利
用
さ

れ
始
め
て
お
り
、
来
年
の
子
牛
の
生
産

が
非
常
に
楽
し
み
で
す
。
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広報しんおんせん（10月号）

カニソムリエと観光ガイド育成講座
　来年 10 月に実施するカニソムリエ試験に向けた、「カ
ニソムリエと観光ガイド育成講座」が、9 月 18 日（木）
実施されました。
　浜坂観光協会主催したこの講座には、地元の民宿や旅
館経営者ら約 20 人が参加しました。今回は、自分たち
が普段扱う食材がどのようにして手元に届くのかなど、
現状を知ることを目的として、はじめに諸寄漁港でセリ
の様子を見学しました。その後、浜坂県民サンビーチへ
会場を移し、くしに刺したエテガレイを干していくなど、
干し魚を作る作業に挑戦しました。

Spa！Dream 音楽祭スクール事業
　日本を代表するジャズドラマー猪俣猛さんによる
Spa!Dream 音楽祭のプレイベントとして、町内の中学校・
高等学校吹奏楽部員を対象に、スクール事業を 9 月 27
日（土）夢ホールで行いました。
　この事業は「子どもたちに音楽のすばらしさを感じて
もらいたい」との猪俣さんの意向により行ったもので、
約 80 人が参加しました。猪俣さんは生徒たちの間を歩
きながら演奏のコツを指導したり、自らドラムに座って
力強い演奏を披露するなど生徒との共演を行いました。

　9 月 25 日（木）、新温泉町高齢者大学「とちのみ学園」
の運動会が夢ホールで開催されました。
　約 140 人の学生が参加し、玉入れやボウリングなど
のさまざまなゲームや運動を楽しみました。この運動会
は、力いっぱい体を動かし、童心にかえって心の輪を広
げようと、毎年この時期に行っているものです。無理を
せず、仲間同士で協力し合って楽しい一日を過ごしまし
た。一生懸命プレーしたり、応援したりする姿は、若さ
に満ちあふれ、皆さんいきいきとした表情でした。

とちのみ学園運動会

　育てたかぼちゃの重さを競う「第 17 回ジャンボかぼ
ちゃ大会」の出品審査がリフレッシュパークゆむらであ
り、ジャンボかぼちゃ番付表が発表されました。
　この祭りは、休耕田の活用と湯村温泉のＰＲを兼ねて
毎年行われているもので、今年も町内外から 36 点の出
品がありました。かぼちゃは米国産の「アトランティッ
クジャイアント」という品種で、最も重い「横綱」には
加西市の岡本一成さんが育てた 200㌔のかぼちゃが選
ばれ、今までの最高記録 144.5㌔を大幅に上回りました。

ジャンボかぼちゃ大会
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　　　　　　温泉地域総合防災訓練

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（10月号）

　９月７日（日）、県立但馬牧場公園でそば打ち体験が
行われました。
　参加者らは牧場公園のスタッフから指導を受け、そば
粉に水と小麦粉を混ぜながら手でこねて、生地を棒で慎
重に薄くのばしていきました。鳥取市から家族４人で参
加した長田心君（8）は、薄くのばしたそばを慣れない
手つきで一本一本ていねいに切っていました。長田君は

「切るのが難しかったけどおいしかった。またそば打ち
に挑戦したい」と満足そうに話していました。

　防災意識の向上と実践訓練として、9 月７日（日）温
泉地域全域で総合防災訓練を実施しました。
　本町を震源とした震度６強の大地震発生を想定し、各
地区の自主防災会ごとに避難訓練や初期消火訓練、救急
訓練を実施しました。町民センターには災害対策本部を
設置し、役場職員を中心に情報収集などにあたり、防災
関係機関と住民との連携などを訓練しました。

　町内の畜産農家が手塩にかけて育てた子牛の出来を競
う「平成 20 年度新温泉町子牛共進会」が 9 月 12 日（金）、
歌長の美方郡農村研修センターで開催されました。
　生後 4 ～ 9 ヶ月の牛 86 頭が出品され、肉付きや毛並
みなどの発育状況について審査を受けました。種牛の部
一部の最優秀には塩山の田中博和さんの雌牛「てるふく」
が選ばれました。一部の最高賞に数年ぶりに輝いた田中
さんは「自分の子どもを育てるように愛情を注いで育て
た」と話していました。

新温泉町子牛共進会

　9 月 15 日（月）久谷八幡神社の例祭が行われ、県の
重要無形民俗文化財に指定されている「ざんざか踊り」
が奉納されました。
　ざんざか踊りは、室町時代から伝わったとされ、現在
では地元住民で組織する「久谷ざんざかおどり保存会」

（株本順夫会長）が伝統行事を引き継いでいます。地元
の中学生、高校生８人が「ざんざかざっとう」の掛け声
に合わせて腰太鼓を打ち鳴らしながら優雅な舞を披露
し、五穀豊穣と家内安全を祈願しました。

久谷ざんざか踊り

そば打ち体験
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H20（2008）.10.9

ご
案
内

広報しんおんせん（10月号）

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

図
書
館
ま
つ
り

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

　

人
形
劇
公
演
な
ど
で
ご
活
躍
の
谷
口

英
基
さ
ん
（
鳥
取
市
在
住
）
を
お
招
き

し
て
、
み
ん
な
が
大
好
き
な
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
を
し
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

10
月
18
日
（
土
）

　

午
後
２
時
～

▼
と
こ
ろ　

図
書
館　

視
聴
覚
室

▼
内
容　

マ
ジ
ッ
ク
、
そ
の
他

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
し
込
み　

不
要

文
太
郎
鍋

　

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
の
あ
と
は
、
文
太

郎
鍋
で
舌
鼓
み
し
ま
し
ょ
う
！
毎
年
大

好
評
の
鍋
を
、ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

10
月
18
日
（
土
）

　

午
後
３
時
～

▼
と
こ
ろ　

図
書
館　

玄
関
横

▼
料
金　

無
料

ふ
れ
あ
い
登
山
体
験

　

文
太
郎
を
語
る
会
と
の
協
賛
で
、「
扇

ノ
山
」
に
登
り
ま
す
。
文
太
郎
が
登
っ
た

山
に
み
な
さ
ん
一
緒
に
登
り
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

10
月
19
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

扇
ノ
山

▼
行
程　

図
書
館
→
上
山
高
原
→
扇
ノ

山
→
畑
ケ
平
高
原
→
図
書
館

公
立
浜
坂
病
院
か
ら
耳
鼻
咽
喉
科

外
来
診
療
の
休
診
の
お
知
ら
せ

　

耳
鼻
咽
喉
科
外
来
診
療
は
、
医
師
の

都
合
に
よ
り
次
の
期
日
を
休
診
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け

い
た
し
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
休
診
日

　

10
月
16
日
（
木
）

　

10
月
17
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
６
１
１

※
雨
天
の
場
合
、
行
き
先
を
上
山
高
原

へ
変
更
し
ま
す
。

▼
参
加
費　

１
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

▼
対
象　

小
学
生
以
上
（
低
学
年
は
保

護
者
同
伴
）

▼
募
集
人
員　

25
名

▼
持
ち
物　

お
弁
当
、
お
茶
、
雨
具
、

タ
オ
ル
な
ど

▼
募
集
期
限　

10
月
15
日
（
水
）

―
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ―

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
２
５
１

「体操のお兄さん・歌のお姉さん」と「ぜんま
いざむらい」が但馬ドームにやってくる！

「しまじろう」の体操のお兄さん “ 小嶋信之お兄
さん ” と NHK の歌のお姉さん “ 田中あつ子お姉
さん ”、テレビでおなじみの「ぜんまいざむらい」
が但馬ドームにやってきます。音楽に合わせて
歌ったり、踊ったり、手遊びなどで親子一緒に楽
しみませんか。皆さんの参加をお待ちしています。

◇と　き　10 月 18 日（土）午後２時～３時
◇ところ　県立但馬ドーム多目的グラウンド
　　　　　　（豊岡市日高町）
◇主　催　県立但馬ドーム
◇入場料　無料（申し込み不要）

―問い合わせ―
県立但馬ドーム

℡（０７９６）４５ ‐ １９００

お
知
ら
せ
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建
築
職
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で 

補
修
、
修
理
！

　

本
町
内
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

お
宅
で
「
建
具
が
閉
ま
り
に
く
く
て

困
っ
て
い
る
」「
棚
や
手
す
り
を
作
っ

て
ほ
し
い
」「
段
差
を
解
消
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
お
困
り
の
こ
と
が
あ
っ
た
ら

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
建
築
職
人
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
補
修
、
修
理
し
ま
す
。

▼
実
施
日　

11
月
２
日
（
日
）
午
前

▼
実
施
主
体　

東
播
建
設
労
働
組
合
但

馬
支
部
浜
坂
分
会
、
同
温
泉
分
会

▼
対
象
者　

本
町
内
の
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
（
お
お
む
ね
70
歳
以
上
）

▼
修
繕
費　

無
料

　
（
た
だ
し
、
材
料
費
は
自
己
負
担
）

▼
募
集
件
数　

浜
坂
地
域
、
温
泉
地
域

各
５
件

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

10
月
16
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会
浜
坂
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
０
７
１

　

同　
　
　
　
　
　

温
泉
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
６
６

広報しんおんせん（10月号）

H20（2008）.10.9

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

 

「
第
４
回
新
温
泉
町
わ
が
町
再
発
見
！
写
真
展
」
の
ご
案
内

【
浜
坂
会
場
】

▼
と
き　

10
月
11
日
（
土
）
～ 

　

29
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
そ
の
他　

下
段
の
無
料
入
館
券
を
持

参
し
て
い
た
だ
く
と
、
１
枚
で
２
名

様
ま
で
無
料
で
入
館
で
き
ま
す
。

【
温
泉
会
場
】

▼
と
き　

11
月
１
日
（
土
）
～ 

　

16
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

「
写
真
教
室
」
の
ご
案
内

　

写
真
展
の
審
査
員
池
本
喜
巳
氏
に
よ

る
選
評
や
、写
真
講
座
を
お
こ
な
い
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
11
日
（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
そ
の
他

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

―

問
い
合
わ
せ―

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

　

新
温
泉
町
の
風
景
、
行
事
な
ど
の
写
真
作
品
35
点
を
展
示
し
ま
す
。
す
ば
ら
し
い

作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
わ
が
町
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
く
だ
さ
い
。

浜坂先人記念館「以命亭」

無料入館券
 ◇有効期間　平成 20 年 10 月 11 日（土）
　　　　　　　　　　　  　～ 29 日（水）
 ◇開館時間　午前 9 時～午後 5 時
 ◇休 館 日　毎週木曜日
　※本券で 2 名様までご入館できます。

―新温泉町教育委員会―

新
し
い
公
益
法
人
制
度
が

施
行
さ
れ
ま
す

　

平
成
20
年
12
月
１
日
か
ら
、
新
た
な

公
益
法
人
制
度
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
新

制
度
で
は
、
登
記
の
み
で
設
立
で
き
、

行
政
の
監
督
を
受
け
な
い
法
人
（
一
般

社
団
法
人
ま
た
は
一
般
財
団
法
人
）と
、

そ
れ
ら
の
法
人
の
う
ち
、
公
益
目
的
事

業
を
行
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る

も
の
で
、
内
閣
総
理
大
臣
ま
た
は
都
道

府
県
知
事
の
認
定
を
受
け
、
そ
れ
ら
の

監
督
を
受
け
る
法
人
（
公
益
社
団
法
人

ま
た
は
公
益
財
団
法
人
）
の
２
種
類
の

法
人
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
従
来
の
公
益
法
人
は
、
５
年

間
の
移
行
期
間
内
に
一
般
社
団
法
人
ま

た
は
一
般
財
団
法
人
、
公
益
社
団
法
人

ま
た
は
公
益
社
団
法
人
の
い
ず
れ
か
に

移
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

://w
eb.p

ref.h
yogo.jp

/
pa13/pa13_000000110.htm

l

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
文
書
課
公
益
法
人
室

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
３
１
０
６

▲昨年の展示の様子
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I N F O R M A T I O N
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種 

の
ご
案
内

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
と
特

に
高
齢
者
や
慢
性
疾
患
患
者
の
死
亡
率

が
高
く
な
り
ま
す
。
気
管
支
炎
や
肺
炎

な
ど
を
併
発
し
、
重
症
化
す
る
こ
と
が

多
い
の
も
特
徴
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
高
齢

者
の
発
病
防
止
や
、
特
に
重
症
化
防
止

に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
す
る
前
（
12
月
上
旬
ま
で
）
に
接
種

を
受
け
て
お
く
事
が
大
切
で
す
。

　

本
年
も
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
一

部
公
費
負
担
で
実
施
し
ま
す
の
で
希
望

さ
れ
る
方
は
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

10
月
か
ら
来
年
１
月
末　

（
注
１
）
10
月
１
日
（
水
）
か
ら
予
約

　
　
　
　

受
付
を
し
て
い
ま
す
。

（
注
２
）
で
き
る
だ
け
12
月
上
旬
ま
で

　
　
　
　

に
接
種
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

　
　
　
　

め
し
ま
す
。

▼
対
象

①
満
65
歳
以
上
の
方
（
接
種
当
日
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
障
害
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
機
能
の
障
害
を
有
す
る
方
。

※
な
お
②
に
つ
い
て
は
医
師
の
診
断
書

ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
が

必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
本
人
に
接
種

の
確
認
の
で
き
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

▼
接
種
機
関　

◇
新
温
泉
町
、
香
美
町
村
岡
区
及
び
同

町
小
代
区
内
医
療
機
関

◇
県
内
で
指
定
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関

▼
予
防
接
種
を
受
け
る
手
順

①
接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関
に
事
前

に
予
約
を
す
る
。

※
ワ
ク
チ
ン
の
在
庫
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。
接
種
日
を
前
も
っ
て

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
接
種
当
日
、
健
康
手
帳
、
健
康
保
険

証
ま
た
は
受
給
者
証
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

③
医
療
機
関
で
問
診
票
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
新
温
泉
町
、
香
美

町
村
岡
区
及
び
同
町
小
代
区
以
外
の

の
医
療
機
関
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

④
予
防
接
種
を
受
け
た
後
、
医
療
機
関

で
２
千
円
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
「
す
こ
や
か
～
に
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診 

（
個
別
検
診
）
の
ご
案
内

▼
実
施
期
間　

10
月
１
日
（
水
）
～

　

11
月
29
日
（
土
）

▼
検
診
内
容
・
日
程

　

左
表
の
と
お
り

▼
検
診
費
用　

２
千
円
（
受
診
し
た

医
療
機
関
で
当
日
お
支
払
い
く
だ
さ

い
）

▼
受
診
方
法

①
申
し
込
み
が
お
済
み
の
方
に
は
受
診

票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
直
接
、
医
療
機
関

で
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

②
申
し
込
み
さ
れ
て
い
な
い
方
も
、
未

受
診
の
方
は
医
療
機
関
に
相
談
の
う

え
、
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

③
検
診
結
果
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

20
歳
以
上
の
女
性

※
集
団
検
診
を
受
け
た
方
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
「
す
こ
や
か
～
に
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０
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▼医療機関別検診受付日程表
医療機関 実施曜日 時　間

公立浜坂病院
水・木曜日のみ

  8:30 ～ 11:30
（整形外科） 13:00 ～ 15:00

浜辺医院
月～土曜日   9:00 ～ 11:30

（土曜日は午前のみ）16:00 ～ 18:00

瀧医院 月～金曜日
  9:00 ～ 11:00
16:00 ～ 18:00

沢田医院
月～土曜日   9:00 ～ 11:00

（土曜日は午前のみ）16:00 ～ 18:00

古澤クリニック
月～土曜日   8:30 ～ 12:00

（土曜日は午前のみ）16:00 ～ 19:00

照来診療所 月～金曜日   8:30 ～ 16:00

八田診療所 月～金曜日   8:30 ～ 16:00
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日
本
脳
炎
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

　

日
本
脳
炎
の
媒
介
す
る
コ
ガ
タ
ア
カ

イ
エ
カ
の
発
生
の
ピ
ー
ク
は
７
月
～
８
月

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ブ
タ
の
感
染

状
況
か
ら
、
引
き
続
き
蚊
に
刺
さ
れ
な

い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

県
下
で
は
、
過
去
10
年
間
日
本
脳
炎

の
患
者
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
屋

外
で
は
長
袖
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
防
虫

ス
プ
レ
ー
等
を
使
用
す
る
な
ど
防
蚊
対

策
を
し
て
下
さ
い
。

◇
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
の
ヒ
ト
へ
の
感

染
は
、
コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
カ
が
日
本

脳
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
ブ
タ
を

吸
血
し
、
そ
の
後
ヒ
ト
を
刺
す
こ
と

に
よ
り
起
こ
り
ま
す
。

◇
ブ
タ
の
感
染
状
況
か
ら
日
本
脳
炎
ウ

イ
ル
ス
が
蔓
延
し
て
い
る
と
推
測
さ

れ
る
地
域
で
は
、
ヒ
ト
へ
の
感
染
の

危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
「
す
こ
や
か
～
に
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０

「
法
人
税
法
等
の
説
明
会
」
の

ご
案
内

【
豊
岡
会
場
】

▼
と
き　

10
月
20
日
（
月
）

　

午
後
1
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

但
馬
地
場
産
ビ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
市
）

【
新
温
泉
会
場
】

▼
と
き　

10
月
21
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

※
い
ず
れ
か
ご
都
合
の
よ
い
方
に
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

豊
岡
税
務
署
法
人
課
税
第
１
部
門

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
２
１
５
９

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く
人

の
た
め
に
、「
中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
」
と
い
う
法
律
に
よ
り
国
が
作
っ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　

事
業
主
の
人
は
、
現
場
で
働
く
労
働

者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数
に
応
じ

て
掛
け
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
貼
り
、

そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と

H20（2008）.10.9

広報しんおんせん（10月号）

を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金

を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

▼
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
人

▼
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

▼
掛
金　

日
額
３
１
０
円

▼
特
長

◇
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申

し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す

◇
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す

◇
掛
金
は
事
業
主
負
担
で
す
が
、
税
法

上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す

◇
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企

業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
兵
庫
支
部

　

℡
（
０
７
８
）
９
９
７
‐
２
３
３
３

上
場
会
社
の
株
券
が
来
年

1
月
に
電
子
化
さ
れ
ま
す

　

平
成
21
年
1
月
に
株
券
が
電
子
化
さ

れ
ま
す
。
上
場
会
社
の
紙
の
株
券
は
無

効
に
な
り
、
株
主
の
権
利
は
証
券
会
社

な
ど
の
金
融
機
関
の
口
座
で
管
理
さ
れ

ま
す
。

　

手
元
に
あ
る
株
券
が
本
人
名
義
に

な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
電
子
化
さ
れ

た
と
き
に
株
主
と
し
て
の
権
利
を
失
う

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
株
券
を
確
認
し

て
、
電
子
化
の
実
施
前
ま
で
に
株
券
の

名
義
書
き
換
え
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

日
本
証
券
業
協
会
証

券
決
済
制
度
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー　

℡
（
０
３
）
３
６
６
７
‐
４
５
０
０

年
金
相
談
を
行
い
ま
す

　

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
が
年

金
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
年
金

加
入
、
保
険
料
の
支
払
い
、
受
給
な
ど
、

何
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

10
月
29
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
す
こ
や
か
～
に
」

▼
問
い
合
わ
せ　

　

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
５
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平
成
20
年
度　

法
人
土
地

基
本
調
査
・
法
人
建
物
調
査

　

本
年
９
～
10
月
に
、
統
計
的
手
法
に

よ
り
抽
出
さ
れ
た
約
49
万
法
人
を
対
象

と
し
て
「
法
人
土
地
基
本
調
査
」
及
び

「
法
人
建
物
調
査
」
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
法
人
の
土
地

や
建
物
の
所
有
状
況
、
利
用
状
況
を
調

査
す
る
も
の
で
、
そ
の
結
果
は
、
土
地

に
関
す
る
諸
施
策
の
企
画
・
立
案
に
際

し
て
の
基
礎
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る

ほ
か
、
学
術
・
研
究
機
関
、
企
業
等
で

も
幅
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
対
象
法
人
の
皆
さ
ま
に
は
、
９

月
中
・
下
旬
に
調
査
票
が
郵
送
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
所
定
の
事
項

に
ご
回
答
の
上
、
10
月
31
日
ま
で
に
返

送
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
電
子
調
査
票
に
よ

る
回
答
も
可
能
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通
省
土
地･

水
資
源
局
土
地
市
場
課

　

℡
（
０
３
）
５
２
５
３
‐
８
１
１
１

　

役
場　

建
設
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

　

土
地
取
引
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く
！

10
月
は
土
地
月
間
で
す

　

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
土
地
の
投

機
的
取
引
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
す
る

た
め
、
ま
た
、
適
正
で
合
理
的
に
土
地

を
利
用
す
る
た
め
、
土
地
取
引
に
つ
い

て
届
出
制
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

新
温
泉
町
で
は
、
一
定
規
模
以
上
の

土
地
の
取
引
を
し
た
場
合
、
契
約
し
た

日
か
ら
２
週
間
以
内
に
、
役
場
を
経
由

し
て
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

▼
届
出
が
必
要
な
面
積

◇
都
市
計
画
区
域
（
浜
坂
地
域
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
千
㎡
以
上

◇
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

　
　
　
　
　
　
　

  （
温
泉
地
域
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
㎡
以
上

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
庁
土
地
対
策
室

　

℡
（
０
７
８
）
３
４
１
‐
７
７
１
１
㈹

　

役
場　

建
設
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

「
秋
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
 in

但
馬
長
寿
の
郷
」
出
店
者
募
集

　

衣
類
、
日
用
品
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
の

不
要
に
な
っ
た
家
庭
用
品
の
リ
サ
イ
ク

ル
を
通
じ
て
、
多
く
の
方
と
世
代
や
地

域
を
越
え
て
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

11
月
23
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

募　

集

▼
と
こ
ろ

　

但
馬
長
寿
の
郷
ふ
る
さ
と
庵
前
広
場

（
雨
天
時
は
郷
ホ
ー
ル
）

▼
募
集
区
画　

15
区
画
（
１
出
店
者
に

つ
き
１
区
画
ま
で
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
出
店
料　

無
料

▼
募
集
期
限　

10
月
24
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

但
馬
長
寿
の
郷
づ
く
り
協
議
会

　
　
　

事
務
局
（
但
馬
長
寿
の
郷
内
）

　

℡
（
０
７
９
）
６
６
２
‐
８
４
５
６

第３回新温泉町駅伝大会参加チームの募集

◆と　　き　11 月 9 日（日）午前８時 20 分～
　　　　　　　※雨天決行
◆部門・コース
　◇ 男 子 の 部　9 時 10 分スタート
　　浜坂北小学校～しおかぜ通り～戎崎交差点～小井
　　津町～図書館駐車場折り返し～浜坂北小学校の周
　　回コース（1・2・4・6 区は 3.26、3・5 区は浜
　　岡橋折り返し 1.97㎞）
　◇ 女 子 の 部　9 時 20 分スタート
　　浜坂北小学校～しおかぜ通り～浜岡橋折り返し～
　　浜坂北小学校の周回コース（1～5区すべて1.97㎞）
　◇小学生の部　10 時 50 分スタート
　　浜坂北小学校～しおかぜ通り北側折り返し～浜坂北
　　小学校の周回コース（1 ～ 4 区すべて 1.41㎞）
◆主　　催　新温泉町体育協会
◆ 参 加 費　１チーム 3000 円（小・中学生は無料）
◆募集期限　10 月 27 日（月）

―問い合わせ―
新温泉町体育協会

℡（０７９６）８２ ‐ ５２４４
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上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

か
ら
の
お
知
ら
せ

～
キ
ノ
コ
観
察
会
～ 

秋
は
キ
ノ
コ
刈
り
の
季
節
で
す
！

　

上
山
高
原
・
畑
ヶ
平
高
原
に
は
た
く

さ
ん
の
キ
ノ
コ
が
出
て
き
ま
す
。
お
い

し
い
キ
ノ
コ
、
ま
ず
い
キ
ノ
コ
、
食
べ
る

と
病
気
に
な
る
も
の
な
ど
い
ろ
い
ろ
で

す
。
こ
の
た
び
は
専
門
家
を
招
い
て
の

観
察
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
９
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

畑
ヶ
平
高
原
～
上
山
高
原

　
（
集
合
）
上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
参
加
費　

大
人
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

小
人
５
０
０
円

▼
募
集
人
員　

先
着
25
人

▼
持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
雨
具

▼
講
師　

鳥
越　

茂
氏
、
藤
堂
千
景
氏

（
菌
糸
学
会
員
）

「
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
づ
く
り

‐
心
和
む
灯
火
づ
く
り
‐
」

参
加
者
募
集

　

カ
ズ
ラ
や
自
然
木
と
和
紙
で
ラ
ン
プ

を
つ
く
り
ま
す
。
和
紙
を
通
し
た
や
わ

ら
か
な
灯
り
は
心
を
癒
し
、
和
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。
世
界
で
一
つ
だ
け
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
づ
く
り
で
す
。

▼
と
き　

11
月
16
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
内
容　

シ
ェ
ー
ド
作
り
、
ラ
ン
プ
組

み
立
て

▼
参
加
費　

大
人
１
８
０
０
円
、
小
中

学
生
１
３
０
０
円
（
材
料
代
含
む
）

▼
募
集
人
員　

先
着
20
人
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

▼
持
ち
物　

弁
当
、
せ
ん
定
ば
さ
み
、

作
業
の
で
き
る
服
装

▼
募
集
期
限　

11
月
11
日
（
火
）

―

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ―

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
４
６
０
０

「
第
18
回
上
山
霧
ヶ
滝
も
み
じ

マ
ラ
ソ
ン
」
参
加
者
募
集

　

さ
わ
や
か
な
秋
風
を
感
じ
、
色
づ
い

た
秋
の
景
色
を
な
が
め
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
と
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

11
月
２
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

青
下
公
民
館
集
合

▼
主
催　

上
山
霧
ヶ
滝
も
み
じ

　
　
　
　
　
　

マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

▼
コ
ー
ス
・
部
門　

ラ
ン
ラ
ン
10
分

の
１
マ
ラ
ソ
ン
青
下
～
霧
ヶ
滝
間

（
４
・
２
１
９
５
㎞
）

　

小
学
校
低
学
年
、
小
学
校
高
学
年
、

中
学
生
以
上
～
39
歳
、
40
歳
以
上
の

部
そ
れ
ぞ
れ
男
女
別

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
の
参
加
も
可

▼
参
加
料　

小
学
生
以
下
１
０
０
０

円
、
中
学
生
１
５
０
０
円
、
高
校
生

以
上
２
０
０
０
円

※
参
加
者
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ

ツ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
ほ
か
、
天

然
き
の
こ
汁
、
お
に
ぎ
り
が
振
る
舞

わ
れ
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

10
月
16
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
４
６
０
０

【広告】　　　　　　－あなたの暮らしをお手伝いします－
　私ども但馬ダイエー警備保障㈲は、皆さまのより良い暮らしのために様々なサービスを提供して、ご
好評をいただいております。
　その一つに「買い物代行サービス」があります。食材、生活用品等、新温泉町のお店で購入できる商
品でしたら、ご希望の物を何でもご自宅までお届けします。（代行料１回８００円～）欲しいものがあっ
ても交通の便が悪くて買いに行けない場合や、かさばるものが欲しい場合などお声をかけてください。
　その他お庭の草取り、墓掃除、家庭の簡単な雑用、外出の付き添い等、出来る限りのことを致します。
お気軽にご相談ください。ご自宅までお伺いし、ご説明します。

◆お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障㈲　生活サポートシステム　℡（０７９６）８２ ‐ ２８９６




